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[要 約]明治 9 (1876)年 1月に，大阪で発行された，オランダ医師エルメレンス (ChristianJaco b 

































































































































また， ~阿貌(アギ)~は， ~ Asafoetida~ のことで，
これは，撒形科植物の ~Ferula foetida (カラカサパ
ナ)~から採取される油性ゴム樹脂で，フェルラ酸
(ferulic acid : C 9 H 9 0 2COOH)， ウγベル酸 (um-
belic acid : C 8H 70 2COOH)などを含み，鎮静剤
として使用された.また， ~綴草(キッソウ，ケッソ
ウ)~はオミナエシ科植物のカノコソウのことで，根












































































本疾患は，Robert James Graves (アイルランド内
科医， 1797 -1853)が， 1835年に，眼球突出性甲状腺
腫の症例を発表し，その後， Karl Adolph von 




























はないとしている. 1913年に， Schmiede burg (ドイ














































































































































































































て字である. Richard Brigh t (イギリス医，
1789-1858)は， 1827年に，慢性腎不全と浮腫につい
ての論文を発表し以後，慢性糸球体腎炎を『ブライ



































































































































はタラクマ (drachm;達刺屈末)) J]の当て字で， 1 
ドラムは60グレーγ(約3.888グラム)である.I弓」
は『オンス (ounce)J]の当て字で， 1オγスは 1/16
ポンド (pound)で，約28.35グラムに相当する.ま
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